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円安を契機とした海外展開挑戦支援事業の実施状況について 

 

１ 要 旨 

 令和５年７月４日で交付決定が完了し、補助事業者が決定したため、状況を報告する。 

 

２ 概 要 

 予算額 200,000 千円に対し、43 社・199,975 千円の交付決定(執行率 99.9%）となった。 

 

【補助事業者の内容】 

（事業内容別） 

非食品製造・販売 食品製造・卸 酒造・卸 デジタル系 その他 合計 

13 12 12 3 3 43 

 

（市町別） 

広島市 呉市 東広島市 福山市 府中市 尾道市 その他 合計 

13 9 7 2 2 2 ８ 43 
※その他は、竹原市、三原市、廿日市市、府中町、坂町、北広島町、大崎上島町、神石高原町が
それぞれ１ 

 

（伴走機関別） 

金融機関 ジェトロ 産振構 商工会議所 中央会 その他民間企業 合計 

13 8 7 3 1 11 43 

 

（資金使途別） 

市場開拓 商品開発 設備 合計 

36 18 7 61 

※重複があるため、事業者数を上回っている。 

 

（ターゲット国別） 

東アジア（うち中国） 欧米 東南アジア 米国 中東 豪州 合計 

16（8） 11 9 4 2 1 43 

 

令和５年７月 19 日 
課 名 商工労働局県内投資促進課 

 担当者 海外ビジネス担当監 船石 
 内 線 3381 

 



【実施経過】 

・５月 29 日（月）       プレスリリース 

・５月 31 日（水）        申請受付開始 

・６月 16 日（火）       申請額が予算額に達したため受付停止 

・７月４日（火）         交付決定完了 

 

【分析】 

 県内企業の海外展開の潜在ニーズは大きかったと思われ、プレスリリースと同時に相談の電

話が殺到し、２週間あまりで申請額が予算額に達した。 

 業種は、以前からつながりがある酒類関係の事業者が多いが、今まで接点のなかった衣類や機

械部品など非食品の製造・販売業やデジタル系企業などからも申請があった。 

 伴走機関としては、地元金融機関が顧客と連携するケースが多く、ジェトロからは、「今まで

海外の展示会に行きたくてもいけないという県内企業が多かったが、補助金を機に出展希望が

増えた。資金面がネックだったとわかった」とのコメントがあった。 

 

３ 今後の対応 

〇 交付決定を行った事業者につき、令和６年１月 30 日の実績報告まで確実な進捗管理を行う

とともに、事業者の海外展開ニーズを把握し、必要な施策を検討する。 

 

４ 予算 

  ２億円（国庫） 


